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－ 総括 1 － 

 
新規事業及び重要事業総括表 

 
 
Ⅰ 総 額 
 
 【一般会計】 

区分 平成２７年度 平成２６年度 伸び率 
予算総額 ２１，９３５，２２８千円 ２９，３１４，６７４千円 △２５．２％ 

一般会計構成比         １．２％         １．７％    － 
 
  【中小企業高度化資金特別会計】 

予算総額 ６５８，４３５千円 ５８３，４８６千円 １２．８％ 
 
 
 
Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 
 
 １ 次世代産業・先端産業の支援 

Ｐ １    先端産業創造プロジェクトの推進【産業支援課】 

  Ｐ ２    先端産業創造推進事業【産業支援課】            ９１，８０３ 

  Ｐ ３      ナノカーボンプロジェクト推進事業【産業支援課】     ２３１，１５４ 

 Ｐ  ４      医療イノベーションプロジェクト推進事業【産業支援課】  ４９１，４９９ 

Ｐ  ５    ロボットプロジェクト推進事業【産業支援課】        ２７２，５４６ 

Ｐ  ６    新エネルギープロジェクト推進事業【産業支援課】      ５４０，７８３ 

Ｐ  ７    航空・宇宙プロジェクト推進事業【産業支援課】       ２１４，９３２ 

Ｐ ８  新規 産業用地開発促進事業【企業立地課】               ６，９７７ 

Ｐ ９  新規 農大跡地活用推進事業【産業支援課】             ２４，７６３ 

  Ｐ１０    次世代型ものづくり製品開発支援事業【産業支援課】      ３４，３４０ 

Ｐ１１    次世代自動車産業支援事業【産業支援課】               ６１，２８３ 

Ｐ１１      次世代技術開発等チャレンジ事業【産業支援課】           ７２，８８９ 

 

 ２ 県内企業の海外展開支援 
 （１）企業の海外進出推進事業 

Ｐ１２    中小企業国際化支援事業【企業立地課】           １０３，９３６ 

 Ｐ１２    アセアンマーケット参入推進事業【企業立地課】        ６０，０７４ 

 Ｐ１２    産業フロンティア開拓事業【企業立地課】           １１，７７１ 

 

 （２）海外ビジネス人材交流促進事業 
Ｐ１３ 新規 海外ビジネス人材交流促進事業【企業立地課】         ７，８２０ 

 

 



－ 総括 2 － 

 ３ 女性がいきいきと輝く社会の構築（埼玉版ウーマノミクスプロジェクトの推進） 
 （１）働きやすい環境の整備 

Ｐ１４    多様な働き方推進事業【ウーマノミクス課】           ５，７０７ 

Ｐ１５    企業における女性の活躍推進事業【ウーマノミクス課】     １７，３６０ 

 Ｐ１６ 新規 女性の活躍するフィールド拡大事業【ウーマノミクス課】   ２２，３７９ 

Ｐ１７    企業内保育所設置運営支援事業【ウーマノミクス課】           ８２４ 

 Ｐ１７    企業内保育所設置等促進事業【ウーマノミクス課】       １２２，１２５ 

 
 （２）女性の就業・起業支援 
 Ｐ１８    女性キャリアセンター運営費【ウーマノミクス課】       １４２，８３８ 

 Ｐ１８ 新規 女性のためのスキルアップ体験講座事業【産業人材育成課】    ４，９１１ 

Ｐ１９    在宅ワークマッチング支援事業【ウーマノミクス課】      ３７，０８５ 

 

 （３）消費拡大・情報発信 

 Ｐ２０ 新規 輝く女性応援事業【ウーマノミクス課】              １０，０１９ 

Ｐ２１    SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業【産業支援課】      １１，５５８ 

 

 ４ がんばる中小企業の支援 
 （１）県内経済を支える中小企業の支援 

Ｐ２２    小規模事業経営支援推進費【産業労働政策課】      ２，９０８，２２４ 

        産業振興公社運営費【産業労働政策課】           １８３，１８６ 

 Ｐ２３    中小企業イノベーション支援事業【産業支援課】         １５，８０２ 

 Ｐ２３ 新規 中小企業経営力向上事業【産業支援課】           ３７，６５８ 

        中小企業支援センター事業【産業支援課】           ５４，２６９ 

        知的財産・産学連携総合支援事業【産業支援課】        ３９，５６２ 

 Ｐ２４    中小企業制度融資事業費【金融課】           ２，３８９，３９３ 

 

 （２）ベンチャー企業の支援 
Ｐ２５    創業・ベンチャー支援事業【産業支援課】           ６７，７８３ 

Ｐ２５ 新規 魅力あるベンチャー企業育成事業【産業支援課】          ５，９８６ 

 

 （３）地域商業の強化 
Ｐ２６ 新規 黒おび商店街応援事業【商業・サービス産業支援課】     １７，１７７ 

        地域商業強化対策事業【商業・サービス産業支援課】     ２８，２２７ 

 Ｐ２６ 新規 「みんなで商店街に行こう」キャンペーン推進事業【商業・サービス産業支援課】 

                                       ９，５６５ 

 Ｐ２６ 新規 商店街ビジネスチャンス創出事業【商業・サービス産業支援課】 ７，０７６ 

  



－ 総括 3 － 

 （４）サービス産業の振興 
 Ｐ２７ 新規 健康関連サービス産業支援事業【商業・サービス産業支援課】  ４，００１ 

        生活サポート産業成長支援事業【商業・サービス産業支援課】  ６，６３０ 

        サービス産業事業者応援事業【商業・サービス産業支援課】   ５，２０５ 

         映像関連産業振興費【商業・サービス産業支援課】     ８２１，５０４ 

 

 （５）ものつくりブランド力の強化 
Ｐ２８    地域ものつくりブランド力強化支援事業【産業支援課】      ６，０４８ 

 

 ５ 産業集積の推進 
 （１）企業誘致活動の実施 

Ｐ２９    企業立地推進事業【企業立地課】               ２５，９４９ 

Ｐ２９    産業立地促進助成費【企業立地課】          １，６２９，５８１ 

Ｐ ８  新規 産業用地開発促進事業【企業立地課】               ６，９７７（再掲） 

Ｐ ９  新規 農大跡地活用推進事業【産業支援課】             ２４，７６３（再掲） 

 

 （２）埼玉の産業を支える拠点づくり 
Ｐ３０    西部地域振興ふれあい拠点施設管理費【産業拠点整備課】    ８７，７６７ 

        東部地域振興ふれあい拠点施設管理費【産業拠点整備課】  １２０，８３１ 

 

 ６ 魅力ある観光の推進 
 （１）観光人材の育成と県民のおもてなし力の向上 
        日本一のおもてなし県推進事業【観光課】           １，２９３ 

 

 （２）外国人観光客の誘致 
Ｐ３１  新規 外国人観光客100万人誘致促進事業【観光課】         ３３，６１１ 

 

 （３）新たな資源開発と観光基盤の整備 
Ｐ３２    多彩な埼玉観光創造事業【観光課】              １３，５２８ 

Ｐ３２    「食」の観光推進事業【観光課】               １１，６５７ 

Ｐ３２    日本一のアニメの聖地化推進事業【観光課】           ６，２２２ 

Ｐ３２    埼玉の酒めぐり推進事業【観光課】               ３，５３２ 

 

 （４）情報発信と観光ＰＲ 
Ｐ３３    「新幹線・圏央道開通記念」ようこそ埼玉キャンペーン事業【観光課】 

                                      ９，２７１ 

 

 （５）県産品の販売拡大とブランド化 
Ｐ３４  新規 県産品海外販売促進事業【観光課】               ７，５１４ 

Ｐ３４    県産品販売・拡大・ブランド化推進事業【観光課】      １３，１４６ 



－ 総括 4 － 

 ７ 雇用の安心 
 （１）ハローワーク特区の推進と身近な就職相談の拡大 

Ｐ３５    ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費【就業支援課】 

                                   １５６，６８５ 

 Ｐ３５    県内企業の人材確保支援事業【就業支援課】         １６，４６２ 

 Ｐ３５ 新規 県内どこでも就職相談推進事業【就業支援課】         ６，７３３ 

 Ｐ３５    キャリアセンターブランチ等運営費【就業支援課】      ３２，５０５ 

        女性キャリアセンター運営費【ウーマノミクス課】      １４，１７４ 

                                       （一部再掲） 

 

 （２）学生や若年求職者に対する就業支援 
Ｐ３６    若者正規雇用化拡大事業費【就業支援課】          ２７７，７０４ 

Ｐ３６    ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費【就業支援課】 ６２，０７５ 

                                       （一部再掲） 

 Ｐ３５    キャリアセンターブランチ等運営費【就業支援課】      ３２，５０５（再掲） 

        若者自立支援センター埼玉運営費【就業支援課】       １６，７８８ 

 

 （３）障害者就労支援の強化 
Ｐ３７    障害者雇用サポートセンター運営費【就業支援課】       ３２，３５２ 

Ｐ３７    精神障害者雇用拡大推進事業【就業支援課】          ３４，３９３ 

Ｐ３７    障害者雇用推進事業【就業支援課】              ７６，３７２ 

 

 （４）中高年の再就職活動の支援 
Ｐ３５    ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費【就業支援課】 ４４，９２８ 

                                       （一部再掲） 

 Ｐ３５    キャリアセンターブランチ等運営費【就業支援課】      ３２，５０５（再掲） 

 

 （５）女性の就業・チャレンジ支援 
 Ｐ１８    女性キャリアセンター運営費【ウーマノミクス課】       １４２，８３８（再掲） 

 Ｐ１８ 新規 女性のためのスキルアップ体験講座事業【産業人材育成課】    ４，９１１（再掲） 

Ｐ１９    在宅ワークマッチング支援事業【ウーマノミクス課】      ３７，０８５（再掲） 

 

 （６）キャリア教育の支援 
        キャリア教育推進事業【産業人材育成課】              ８３６ 

        大学生インターンシップ推進事業【産業人材育成課】      ４，３５４ 

 

 （７）産業人材の確保・育成 
Ｐ３８    高等技術専門校訓練等推進事業【産業人材育成課】      ３７９，９５７ 

Ｐ３８    委託訓練事業【産業人材育成課】            ２，０１６，９７６ 

        認定訓練育成指導費【産業人材育成課】            ７８，２５８ 



－ 総括 5 － 

        ものづくり現場の後継者育成事業【産業人材育成課】      ３，７０１ 

        産業人材育成総合支援事業【産業人材育成課】         ２，７７７ 

 

 （８）労働環境の整備 
Ｐ３９ 新規 若者労働ほっとライン運営事業【勤労者福祉課】         １，１００ 

Ｐ３９    勤労者制度融資事業費【勤労者福祉課】            ７６，９８８ 

        労働教育講座開催費【勤労者福祉課】                ９８０ 

 

 ８ 時代に応え未来を拓く人材育成 
 （１）グローバル人材の育成 

Ｐ４０    中小企業若手社員海外研修支援事業【産業労働政策課】     １０，４４９ 

 Ｐ４０    海外インターンシップ促進事業【産業人材育成課】       ５，９４５ 

 

 

 



先端産業創造プロジェクトの推進

先端的な研究成果と企業の優れた技術を融合させ、実用化・製品化開発を促進す
ることによって、県内に付加価値の高い先端産業を育成し、その集積につなげる。

先端産業創造
へのステップ

１ 実用化・製品化開発

＜重点５分野＞

①ナノカーボン

②医療イノベーション

（医療機器等）

③ロボット

④新エネルギー

（次世代住宅、蓄電池等）

⑤航空・宇宙

２ 事 業 化

３ 先端産業の集積

（１） 実用化・製品化開発

▶ 研究開発テーマの設定
・先端産業研究サロンによる助言

▶ 人材・技術・情報の結集
・技術交流会、研究会等の開催

▶ 産学連携による研究開発
＜主な連携先＞

・ﾅﾉｶｰﾎﾞﾝ：信州大、産総研等

・医療ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：理研、産総研等

・ﾛﾎﾞｯﾄ：埼玉大等

・新ｴﾈﾙｷﾞｰ：埼玉大、早稲田大等

▶ 企業等の研究開発支援
・新技術・製品化開発補助
（ﾅﾉｶｰﾎﾞﾝ、医療ｲﾉﾍﾞー ｼｮﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄ、新ｴﾈﾙｷﾞー ）

・参入支援補助（航空・宇宙）

・新素材開発補助（ﾅﾉｶｰﾎﾞﾝ）

・新規参入ﾄﾗｲｱﾙ開発補助、
試作品ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査補助（ﾛﾎﾞｯﾄ）

・開発ｺﾝﾃｽﾄの開催（医療ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄ）

▶ 企業支援のための環境整備
・先端産業支援ｾﾝﾀｰの設置

・新素材評価解析技術開発（ﾅﾉｶｰﾎﾞﾝ）

・性能評価機器の整備（航空・宇宙）
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（２） 先端産業の集積

▶ 先端産業関連企業ｱﾝｹｰﾄ調査

▶ 誘致候補ｴﾘｱの選定

▶ 農大跡地の活用

平成２７年度の取組
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先端産業創造推進事業  

 
担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７７６         

 
１ 目  的 

  大学や研究機関等の研究シーズと企業の優れた技術を融合し、実用化・製品化開発を

進め、県内に付加価値の高い先端産業を創造、育成する。 
 

２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロンの運営等（予算額 ２２，４５６千円） 

  ア  先端産業研究サロンの運営 

    第一線の研究者や有識者で構成する「先端産業研究サロン」を運営し、研究開発

テーマの選定など先端産業創造プロジェクトの推進について助言を受ける。 

  イ 先端産業に関する市場調査 

    企業の先端産業分野への参入意向などの調査を実施する。 

 

（２）先端産業創造産学官交流会の開催（予算額 １，４４２千円） 

   研究開発に意欲的な県内企業と大学・研究機関、行政・支援機関等の幹部による交

流の場を設け、産学官連携の促進につなげる。 

 

（３）  先端産業支援センターの設置・運営（予算額 ５，２４０千円） 

   先端産業分野の技術、法規制などの課題に対し、専門家による相談支援を行う。 

 

（４）先端技術・製品開発への助成（予算額 ６２，６６５千円） 

      今後の成長が見込まれる分野で先端的な研究開発に取り組む企業や研究機関等を支

援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  ９１，８０３千円  

交流促進 技術相談 法規制相談 

先端産業研究サロン 

助 言 

先端産業の 

創造・集積 

大学・研究機関等の 

研究シーズ 

企業の優れた技術 

融合 

実
用
化
・
製
品
化
開
発 

事 

業 

化 

先端産業支援センター 先端産業創造産学官交流会 

 新 



一部新規 

 - 3 - 

ナノカーボンプロジェクト推進事業  
 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３５         

 
１ 目  的 

  今後様々な応用製品が期待されるナノカーボンを活用した高機能な新素材や新製品の

開発を支援し、県内に新たな成長産業を創造・育成する。 
 
２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロン ナノカーボン部会の運営（予算額 １，９９６千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 
 
（２）技術交流会の運営（予算額 ２，７５６千円） 

   企業・大学・支援機関等による情報交換やネットワークの場づくりを行う。 
 
（３）  産学連携による研究開発の支援（予算額 ９１，４２７千円） 

   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。 
 
（４）企業等のナノカーボン実用化・製品化開発の支援（予算額 １２３，６４４千円） 

  ア ナノカーボン新素材開発の助成 

    ナノカーボンを活用した新素材の開発に取り組む企業を支援。 

補助率：定額（上限：５００千円） 

  イ   ナノカーボン新技術・製品化開発の助成 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 
    補助率：定額（上限：２０，０００千円） 
 

（５）新素材評価解析技術の開発（予算額 １１，３３１千円） 
   産業技術総合センター（ＳＡＩＴＥＣ）においてナノカーボンを活用した新素材な

どの評価解析技術を開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２３１，１５４千円 

 
ナノカーボンプロジェクト 

先端産業研究サロン ナノカーボン部会 
第一線の専門家がプロジェクトの推進に助言 

新素材開発支援 
 

新素材開発に挑戦す

る全国の企業を支援 

 

産学連携 

研究開発支援 
 

大学等のシーズ 

を生かした研究開発 

新素材 

評価解析技術開発 
 

SAITECによる新素材 

の評価解析技術の開発 

新技術・製品化 

開発支援 
 

有望な研究開発を

行う企業等を支援 

ナノカーボン先端技術交流会 
企業､大学等による情報交換、ネットワークづくり 

 新 

 新 
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医療イノベーションプロジェクト推進事業  

 
担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７７６         

１ 目  的 

  将来的に成長が見込まれる医療機器等の医療関連分野においてイノベーションを促進

し、本県の医療関連産業の振興を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロン 医療イノベーション部会の運営（予算額 １，９３０千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 

 

（２）医療イノベーション埼玉ネットワークの運営（予算額 １９，３２８千円） 

   さいたま市と共同で、企業や大学・研究機関、医療機関などの間の交流を深めるた

めのネットワークを運営し、産学医の連携による医療イノベーションを活性化する。 

 

（３）産学連携による研究開発の支援（予算額 ２００，０００千円） 

   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。 

 

（４）医療イノベーションのための研究開発等の支援（予算額 ２７０，２４１千円） 

  ア   医療機器等新技術・製品化開発の助成 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 

    補助率：定額（上限：２０，０００千円） 

  イ   医療機器試作品開発コンテストの実施 

    優れた試作品を表彰することにより、その後の市場化を支援。 

  ウ 海外取引に必要な認証等の取得を支援 

    補助率：１／２（上限：１，５００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ４９１，４９９千円 

 

  

 

産学連携による 
研究開発 

理研、産総研、埼玉大 
産業振興公社 

医療イノベーション 
埼玉ネットワーク 
さいたま市と共同運営 
産学医連携の強化 

企業等主体の 
研究開発 

新技術・製品化開発助成 
試作品コンテスト 

医療イノベーション 

の活性化 

 新 

 新 
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ロボットプロジェクト推進事業  
 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３５         

 
１ 目  的 

  介護をはじめとしたサービス分野など、今後様々な分野で活用が期待されるロボット

の開発から市場化までを一貫して支援することにより、ロボット産業を育成する。 
 
２ 事業内容 

（１）  先端産業研究サロン ロボット部会の運営（予算額 １，６８９千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 

 
（２）技術交流会の運営（予算額 ２，１５４千円） 

   企業・大学・支援機関等による情報交換やネットワークの場づくりを行う。 

 
（３）産学連携による研究開発の支援（予算額 １３９，３００千円） 
   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。 

 
（４）企業等のロボット研究開発・市場化の支援（予算額 １２９，４０３千円） 

  ア   新規参入トライアル開発の助成 

    ロボット分野への新規参入を考える企業に対し、ロボット開発の設計書づくりな

どを支援。 
    補助率：定額（上限：１，０００千円） 

  イ   ロボット新技術・製品化開発の助成 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 
    補助率：定額（上限：２０，０００千円） 

  ウ   試作品モニタリング調査等の助成 

    開発したロボットのデータ収集のために実施するモニタリング調査等を支援。 
    補助率：１／２（上限：３，０００千円） 

  エ   普及促進・販路開拓 

    ロボット開発コンテストを開催するほか、開発したロボットの展示会出展を支援。 
  オ 実証試験場の運営 

    開発したロボットの実証試験を行う場を提供。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２７２，５４６千円 

ロボット 
部 会 

プロジェクトの進め方

や開発テーマへの助言 

普及ＰＲ支援 
・ロボットイベント開催 

・展示会出展の支援 

実証試験場の運営 
・旧毛呂山高校を実証試 

 験場として活用 

大  学 

研究機関 

シンクタンク 

ロボット開発 
・産学連携 

 による開発 

 

 

     など 

 

・企業等の自発

的な開発 

ロボットニーズ研究会 
・導入ニーズの発掘 

・ロボット開発に向けた 

 企画づくり 

ロボット技術交流会 
・開発動向等のセミナー 

・情報交換やネットワーク 

 づくり 大学 企業 

SAITEC 

 新 

 新 

 新 

 新 

 新 



一部新規 

 - 6 - 

 
新エネルギープロジェクト推進事業  

 
担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３７          

 
１ 目  的  

  次世代住宅分野や蓄電池分野などにおける先端的な研究開発を進めること

によって、県内中小企業の新エネルギー分野への参入を促進し、新エネルギー

産業の県内への集積を図る。 

 
２ 事業内容 

（１）産学連携による研究開発の推進・支援（予算額 ４７９，６６７千円） 

  ア 次世代住宅産業プロジェクト 

     地中熱ヒートポンプシステムなど次世代住宅分野の新技術・新製品開発を実施。 

  イ 先端蓄電システム研究開発プロジェクト 

     既存市街地に活用できる複数蓄電池の協調制御が可能な蓄電池制御システム等

の研究開発を実施。 

  ウ 次世代型蓄電池の研究開発 

     大容量リチウム硫黄電池の研究開発を実施。 

  エ 次世代有機太陽電池の研究開発 

     有機薄膜太陽電池等の研究開発を実施。 

 

（２）  新エネルギー新技術・製品化開発の助成（予算額 ６１，１１６千円） 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 
    補助率：定額（上限：２０，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 予 算 額  ５４０，７８３千円 

 新 

蓄電池
(実機２基 )

早稲田大学
本庄ｷｬﾝﾊﾟｽ

既存住宅地

公共施設
商業施設

メガソーラー

早稲田大学スマート・ラ

イフサポート・イノベー
ショ ン研究開発センター
（西早稲田キャンパス）

先端蓄電ｼｽﾃﾑ研究開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
蓄電池制御ｼｽﾃﾑ（CEMS）ｲﾒｰｼﾞ

ヒートポンプﾟ

ファンコイル・ユニット、
対流床暖房システム

圧縮機

膨張弁

地中熱

地中熱交換器

次世代住宅産業プロジェクト
地中熱ヒートポンプシステム
（直接型） イメージ
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航空・宇宙プロジェクト推進事業  

 
担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７７６         

 
１ 目  的 

  民間航空機市場の拡大など今後の成長が見込まれる航空・宇宙分野における県内中小企

業の参入・事業拡大を支援し、航空・宇宙産業の県内への集積を図る。 
 
２ 事業内容 

（１）航空・宇宙産業への参入支援（予算額 １５２，１９２千円） 

ア 企業のマッチング支援 

    アドバイザーの配置や参入研究会の開催により、航空・宇宙分野への参入を支援。 

イ 参入・事業拡大のための技術・製品開発への助成 

    航空・宇宙産業への参入や事業拡大に取り組む県内中小企業の技術・製品開発を

支援。 

    補助率：１／２（上限：２０，０００千円） 

ウ 取引に必要な品質管理認証資格（JISQ9100、Nadcap）の取得助成 

        補助率：１／２（上限：１，５００千円） 
エ 国内・海外の展示商談会への出展支援 

        展示商談会の出展料等を助成。 

 

（２）  航空機部品等の性能評価支援（予算額 ６２，７４０千円） 

  航空機部品等の開発・製造を支援するため、性能評価機器を産業技術総合センター

（ＳＡＩＴＥＣ）に整備する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  ２１４，９３２千円  

 
 
 

 
 
 

県内中小企業 

 

○アドバイザーによる 

支援 

○参入研究会開催 

○展示会出展支援 

・世界的な需要拡大による 
成長産業 

・裾野が広く、先端技術が集積 

・電機、自動車産業などで培った 
 高い技術力 

・新しい成長分野への参入意欲 

埼玉県 

マッチング 

航空・宇宙産業 

 新 

○品質管理認証資格の 

取得助成 

○開発費助成 

○性能評価機器整備 
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産業用地開発促進事業  
 

担当 企業立地課 企業誘致担当 

内線 ３７４８     

１ 目 的 

 ・ 先端産業企業の立地ニーズと産業用地開発に積極的な市町村の開発ニーズ

  とのマッチングを図り、産業用地開発をスピードアップさせ、企業立地を促 

  進する。 

 ・ 県内既存産業団地立地企業の拡張ニーズを把握し対応することで、県内企 

  業の流出防止を図る。 

２ 事業内容 

（１）産業用地開発候補エリアの選定 

   企業立地ニーズが高く、かつ市町村が開発に積極的なエリアを１０地区程

  度選定する。 

（２）先端企業等立地ニーズ調査の実施 

   先端産業企業や既存工業団地に立地する企業に対するアンケート調査を

  実施する。 

（３）企業立地ニーズと市町村開発ニーズのマッチング  
    アンケート結果に基づき、開発に向けた立地調整・支援を実施する。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  ６，９７７千円 

企業立地ニーズが高く、かつ市町村が開発に積極

的なエリア(ex.総合振興計画の位置づけなど） 

産業用地開発候補エリアの選定 

１０地区程度を選定 

先端企業等立地ニーズ調査 

【アンケート調査対象】 

先端産業企業 

県内産業団地に 

立地する企業 

先端産業企業の誘致 

・今後の立地計画について 

・開発候補エリアへの立地意向の有無 

・拡張ニーズ、建替需要の有無 など 

【アンケート項目】 

開発に向けた調整・支援 

企業 

立地ニーズ 

課題の解決に向け、庁内関係課、 

市町村等と対応を協議 

市町村 

開発ニーズ 

速やかな立地調整へ 

【選定の視点】 

既存工業団

地の拡張エ

リア 

農業大学校

の跡地 

先端企業の集

積が見込まれ

るエリア 

県内企業の流出防止 
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農大跡地活用推進事業 

 
                        担当 産業支援課 先端産業担当 

                        内線 ３７３５ 

 
１ 目  的 

 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の鶴ヶ島インターチェンジに近接した農業大学

校及び農林総合研究センター鶴ヶ島試験地は平成２７年４月に熊谷市に移転する予定

である。 
 移転後の跡地を先端産業等の集積用地として活用するため、建物等の解体や事業推

進に向けた関係機関との調整等を行う。 
 
 
２ 事業内容 

 （１）建物等の解体設計の実施 

    治安・防犯上の観点から建物等の迅速な解体撤去を進めるため、解体設計を行う。 
 
 （２）土地利用計画検討資料の作成等 

    跡地の土地利用転換を進めるため、土地利用計画案策定に向けて関係機関等と

調整するための図面等の資料作成や不動産鑑定評価を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額    ２４，７６３千円 

  

関係機関との調整等 

 ・建物等の解体撤去 

 ・都市計画変更 

 ・環境影響評価 

 ・周辺道路、上下水道整備 

 ・公園及び緑地の整備 

 ・合意形成  等 

  

農
大
移
転 

事
業
着
手 
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次世代型ものづくり製品開発支援事業  
 

担当 産業支援課 技術支援担当 

内線 ３７７７         

 
１ 目  的 

産業技術総合センターが有するシーズや３Ｄ関連技術等と外部専門家を活用

することで、県内中小企業の新たなビジネス展開のための新製品開発を一気通

貫で支援し、地域経済を牽引するリーディングカンパニーを輩出する。  
 
２ 事業内容 

中小企業の新製品開発を支援するため、産業技術総合センターに「製品開発

プロデューサー」を配置し、商品化計画から製品開発、販路開拓までをハンズ

オン支援。  
 
・ 製品開発プロデューサーの一元的な管理の下に、専門家の活用や３Ｄプリ

ンタを含むセンターの基盤技術を活用して、新製品開発の迅速化・高度化・高精度

化を支援。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  ３４，３４０千円  

商品化計画 

・顧客ニーズ把握 

・技術調査 ・差別化 
 

課題整理 

・技術課題 ・資金計画 

試作開発 

・設計 ・試作 ・試験 
 

製品化 

・知財 ・コストダウン 

 

商品化(量産化) 

 ・ＰＲ ・販路開拓 

  

産業技術総合センター（ＳＡＩＴＥＣ）の支援 

～製品開発プロデュースと製品試作による一気通貫支援～ 

 

○ 外部専門家の活用による製品開発支援 
 ・外部専門家を製品開発プロデューサーとして配置   

 ・商品化計画から製品開発、販路開拓まで一気通貫で支援 
 ・開発に係る専門家による支援 
 

○ 試作支援 
 ・３Ｄプリンタによる試作 

 ・ＳＡＩＴＥＣ保有機器の活用による分析・測定 

 ・ＳＡＩＴＥＣのシーズを活用した支援 など 

支 

 

援 

企   業 対象企業：新たなビジネス展開のために新製品開発を目指す企業 対象 
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次世代産業参入支援事業  
 

  担当 産業支援課 

  （１）次世代自動車産業支援事業 

  産学連携・知的財産担当  内線３７３６ 

  （２）次世代技術開発等チャレンジ事業 

  技術支援担当       内線３７７７ 

 

１ 目  的 

  産業構造が大きく転換する中、次世代産業として成長が期待できる分野に参入する県

内中小企業を支援することにより、企業の持続的な成長を促す。 
  

２ 事業内容 

（１）次世代自動車産業支援事業（予算額 ６１，２８３千円） 

次世代自動車支援センター埼玉に、民間企業出身の経験豊富なアドバイ

ザーを配置して、技術開発から販路開拓まで一貫した支援を実施し、次世代

自動車産業への転換・参入を後押しする。 

 

（２）次世代技術開発等チャレンジ事業（予算額 ７２，８８９千円） 

次世代産業分野（次世代自動車、新エネルギー等）への進出やオンリーワ

ン技術の確立に取り組む中小企業の新技術・新製品開発に対して費用の一部

を助成する。 

補助率：１／２（上限：１０，０００千円） 
 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １３４，１７２千円 

次世代自動車支援センター埼玉 

○技術開発支援 

・技術相談 

・開発資金獲得支援 

○研究会活動 

・新技術・新商品 

 開発研究会 

○販路開拓支援 

・商談会の開催 

・展示商談会への出展支援 

・成長分野進出のための新製品開発や 

  オンリーワン技術の確立に対する補助 

（１） 次世代自動車産業支援 （２） 研究開発費支援 

次世代産業参入支援補助 

○補助対象経費例 

・研究開発に必要な原材料費 

・開発従事者の人件費 

・特許等関係費 

・開発製品の販路開拓費等 
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企業の海外進出推進事業  

 
         担当 企業立地課 国際経済担当  

内線 ３７７９           

１ 目  的 

  県内企業が中国・アセアン等新興国においてビジネス展開できるよう現地進 

 出を支援するとともに、成長産業分野の販路開拓を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）中小企業国際化支援事業（予算額 １０３，９３６千円） 

   ・埼玉県産業振興公社において貿易投資相談、海外ビジネスに関するセミナーを実施 

   ・上海ビジネスサポートセンターの運営、展示会出展支援 

・米国医療機器市場参入を目指した展示会出展支援、コンサルタント委嘱 

（２）アセアンマーケット参入推進事業（予算額 ６０，０７４千円） 

  ・ベトナムサポートデスク、タイサポートデスクの運営 

  ・ベトナム、タイにおいて現地進出県内企業などで構成されるネットワーク 

   を充実 

  ・ベトナム、タイにネットワーク推進員（各１名）、産業振興公社にマッチ 

   ングコーディネーター（１名）を配置しビジネスマッチングを推進 

  ・経済訪問団の相互派遣、県訪問団の派遣 

（３）産業フロンティア開拓事業（予算額 １１，７７１千円） 

  ・成長産業分野（アセアン自動車部品、ブランド食品）の展示会、商談会へ 

   の出展支援。各展示会・商談会に取引支援員を委嘱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １７５，７８１千円 

【香港】 
・展示会（ブランド食品） 
 

【米国】 

・医療機器展示会 

【ベトナム、タイ】 
・ベトナムサポートデスクの運営 

・タイサポートデスクの運営 
・現地ネットワークの充実 
・ビジネスマッチングの推進 
・経済訪問団の相互派遣 
・県訪問団の派遣 
 

【インドネシア】 
・県訪問団の派遣 

・展示会（自動車部品） 
 

【中国】 
・上海ビジネスサポートセンター  

 の運営 
・展示会（衣料、雑貨） 
 



                                      新 規 
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海外ビジネス人材交流促進事業  

 
         担当 企業立地課 国際経済担当 

                         内線 ３７６６ 

 

１ 目  的 

  これまで実施してきた販路開拓・現地進出支援事業に加え、新たに海外人材の

活用・育成事業を実施し、県内企業の海外展開を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）県内企業への技能実習生の受入れ 

   ベトナム進出を目指す県内企業に、将来現地のマネジメントを任せられるような人材

を紹介・あっせんする。 

（２）ベトナムローカル企業と県内企業の経営者の交流促進 

   現地で技術交流会を開催し、県内企業のビジネスチャンスの拡大を図る。 

（３）ハノイ市から県への研修員の受入れ 

   相互協力に関する覚書（平成２６年１月締結）に基づき研修員を受入れ、両国の懸け

橋となる人材を育成する。 

（４）県内金融機関等と協力したビジネスマッチングの推進 

   金融機関等が持つ現地ネットワークを活用し、県内企業と現地企業のビジネスマッチ

ングの機会を創出する。 

（５）埼玉オハイオキャリアフェアの開催 

   米国オハイオ州に進出している県内企業と、日本語対応可能な現地大学生との就業マ

ッチングを支援する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ７，８２０千円 

県内企業 

   

(4)県内金融機関等と協力した 

  ビジネスマッチングの推進 

(2)ベトナムローカル企業と 

  県内企業の経営者の交流促進 

(1)県内企業への技能実習生の受入れ 

(3)ハノイ市から県への研修員の受入れ 

(5)埼玉県オハイオ 

  キャリアフェアの開催 

ベトナム インドネシア アメリカ 

日本 
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１，３９０社 
（平成２７年１月現在） 

 
多様な働き方推進事業  

 
担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５          
 
１ 目  的 

  女性がいきいきと働き続けられる職場環境づくりを促すため、短時間勤務制度やフレ

ックスタイムなど多様な働き方を実践している企業を認定し、仕事と子育て等の両

立についての社会的気運の醸成を図る。  
 
２ 事業内容  

（１）企業の認定（通年） 

・ 短時間勤務制度やフレックスなど多様な働き方実践する企業を訪問し、

認定する 

・ 年間５００社を目標（平成２４年度～２７年度 合計２，０００社） 

 
（２）認定企業のＰＲ（通年） 

認定企業をウーマノミクスサイトで紹介するとともに、認定企業紹介リー

フレットを大学等へ配布する。  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  ５，７０７千円 

【認定の基準】 

１ 女性が多様な働き方を選べる 

２ 法定義務を上回る短時間勤務制度が職場に定着している 

３ 出産した女性が現に働き続けている 

４ 女性の管理職が活躍している 

５ 男性社員の子育て支援等を積極的に行っている 

６ 取組姿勢を明確にしている 

★６項目すべてに該当・・・ 

 

★４項目以上に該当・・・・ 

 

★２項目以上に該当・・ 

 
 

 
 

 

  ゴールド       （５６６社） 

 シルバー       （７５４社） 

 プラチナ        （７０社） 
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企業における女性の活躍推進事業  

 
担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５          
 
１ 目  的 

  女性の活躍を推進するため、企業における様々な課題に応じた支援を行うとともに、

女性社員が働き続けられるような取組を行う。 
 
 
２ 事業内容  

（１）企業への支援 

  ・ 女性社員による商品開発などの取組にコンサルタントやアドバイザーを

派遣し、女性が活躍できる環境整備を支援する。 

  ・ 経営者・管理職・人事担当者向けにワークショップを開催する。  
 
（２）働く女性への支援 

  ・ 女性社員を対象にキャリアアップや仕事と家庭の両立支援を行う「働く

女性応援講座」を開催する。 

  ・ 男性の働き方見直しを目的とした「地域交流会」や学生の意識改革を図

るための出前講座を開催する。  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  １７，３６０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県 

企
業
対
象 

個
人
対
象 

コンサルタントの派遣（10社×6回） 

              ⇒成果発表会の開催 

アドバイザーの派遣（20回） 

経営者・管理職・人事担当者向けワークショップ 

の開催 

 女性社員 

 男   性 

 大 学 生 

 

 働く女性応援講座（50人×10回） 

 

 市町村での地域交流会（10市町村） 

 

 大学への出前講座（10大学） 

 

女
性
の
活
躍
推
進 
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女性の活躍するフィールド拡大事業  

 
担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５          

 
１ 目  的 

地域の経済団体や業界団体等と連携して、女性の活躍を推進していくための取組を支

援し、女性の活躍するフィールドを拡大していく。 

 

 

２ 事業内容  
（１）経済団体・業界団体との連携による取組 

地域の経済団体や建設業、運輸業など女性の就業者が少ない業界団体等と連携し、

女性の職域拡大、採用増加、職場定着支援、管理職登用等の取組を支援する。 
                   〔２，０００社（２０団体）〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「私らしく働く女性」ネットワークづくり 

ア 女性の就業者が少ない業種等で働く女性の交流や情報交換の場を設けることで、

女性従業員の定着を図る。 
 
イ 様々な分野で活躍する女性の情報を発信することで、経営者の理解促進及び女性

の関心を高め、女性の活躍推進を図る。 
 
 
３ 予 算 額  ２２，３７９千円 

１ 研修・セミナー開催に対する支援 

 

２ コンサルタント等の派遣 

 

３ 情報発信に対する支援 

１ 経営者等の理解促進 

２ 働きやすい環境整備 

３ 女性の定着支援 

４ 業界のイメージアップ 

課題（例） 取組（例） 
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企業内保育所の整備促進  

 
担当 ウーマノミクス課 企画・企業内保育所担当 

内線 ３９６３                 
 
１ 目  的 

  出産・育児による離職の防止や勤務時間に合わせた保育など企業・従業員の双方にメ

リットのある企業内保育所の設置・運営を支援することにより、子育てをしながら働き

続けることができる環境を整備する。 
 
２ 事業内容 

（１）企業内保育所設置運営支援事業（予算額 ８２４千円） 

   企業内保育所の設置を検討している企業等に対し、豊富なノウハウを有するアドバ

イザー等による支援を実施する。 
 
（２）企業内保育所設置等促進事業（予算額 １２２，１２５千円） 

  ア 企業内保育所の整備費に対する補助（２０施設） 

    １社単独（単独型）又は複数の企業等で利用する企業内保育所（共同利用型）の

   整備に係る工事費等を補助する。平成２７年度は子ども・子育て支援新制度の施行

   に伴い、地域児童を受け入れる企業内保育所（地域児童受入型）の整備を積極的に

   支援する。 

     補助率  １０／１０ 上限 ５，０００千円 
 
  イ 共同利用型企業内保育所の運営費に対する補助 

    複数の企業等で利用する共同利用型企業内保育所の運営費を補助する。 

       補助率  １０／１０ 上限 １年目  ３，０００千円 
                             ２年目  ２，２５０千円 
                                 ３年目  １，５００千円 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 予 算 額  １２２，９４９千円 

アドバイザー等

による助言 
整備費の補助 運営費の補助 

 

 

 

 

保育所設置を検討中の

企業等 

 

 

 

 

保育所設置をする 

企業等 

 

 

 

 

共同利用型保育所を

運営する企業等 

子
育
て
中
の
従
業
員
も
働
き
や
す
い 

 
 
 

職
場
環
境
の
実
現 
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女性キャリアセンターの運営 

 
          （１）女性キャリアセンター運営費 

               担当 ウーマノミクス課 女性チャレンジ・女性就業相談担当 

               内線 ３９６３ 

         （２）女性のためのスキルアップ体験講座事業    

             担当 産業人材育成課 委託訓練・連携推進担当 

               内線 ４６０７ 

 
１ 目  的 

 働くことを希望しながらも、子育てとの両立や職業上のブランクなどに課題を抱えて

いる女性を後押しし、女性の就業を総合的に支援する。 
 

２ 事業内容 

（１）女性キャリアセンター運営費（予算額 １４２，８３８千円） 

ア  カウンセリング及びセミナーの実施 
  女性キャリアセンター及びハローワーク浦和・就業支援サテライト女性コーナー 
 において、女性カウンセラーが個別面談相談や就職に役立つ講座を実施する。 
イ  職場体験・職場見学等 
  介護・保育・学童保育・家事代行・看護助手の職場体験や、女性の活躍する職場 
 の見学会、会社説明会、公共職業訓練広報イベントを実施する。 
ウ  職業紹介 

     ハローワーク求人情報を活用して、求職者と求人情報をマッチングした 

 職業紹介、求人検索機による自己検索求人の紹介状発行を実施する。 

 

（２）新 女性のためのスキルアップ体験講座事業（予算額 ４，９１１千円） 

 本格的なスキルアップを目的とした公共職業訓練へと誘導するため、女性にとって

魅力ある体験講座を実施する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予 算 額  １４７，７４９千円  

女性キャリアセンターでの就業支援 

利用者数目標：10,500人 就職者確認者数目標：1,400人 

スキルアップ体験講座 
公共職業訓練への誘導 

職業紹介 
求人情報の紹介 

カウンセリング 
個別相談で就職活動を支援 

セミナー 
就職活動の知識やスキルを

習得 

職場見学 
様々な仕事を知り希望業

種・職種の選択肢を拡大 

職場体験 
仕事に対する不安を解消 

女性求職者の状況や課題に合わせた支援により就業率向上を実現 



                                   一部新規 
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在宅ワークマッチング支援事業 

 
担当 ウーマノミクス課 女性チャレンジ・女性就業相談担当 

        内線 ３９６３ 

 
１ 目  的 

 子育て期の女性が働きやすい「在宅ワーク」という働き方を広めるともに、企業側へ

の研修や在宅ワーカーと仲介機関、発注企業とのマッチング強化により在宅ワーカーの

積極的な活用を推進することで女性の就業率の向上を図る。 
 
２ 事業内容 

（１）新 在宅ワーカー活用セミナー（３００社） 

  経済団体と連携し、中小企業対象に在宅ワーカー活用に関する研修等を開催する。 
 

（２）マッチング交流会（１２０社） 

 在宅ワーカーに発注したい企業と在宅ワーカーや仲介機関をマッチングする交流会

を開催する。 
 
（３）在宅ワーカーの育成（１，０００人）  

 ア 在宅ワークセミナー（入門編） 
在宅ワークに関心のある女性に対し、在宅で仕事を始めるためのノウハウや注意

点、先輩ワーカーの事例など在宅ワークの仕事を紹介するセミナーを開催する。 
 
 イ 新「みんなで在宅ワーカーになろうね」倶楽部 
   入門編に参加することで、在宅ワークを始める意欲の高まった女性に対し、在宅 
  ワークを実際に始めるために役立つ内容のセミナーと支援を行う。 

 
 ウ 在宅ワークセミナー（実践編） 
   在宅就業を始めたい女性に対し、企業から発注を見込める在宅ワークのスキルや 
    在宅ワークに関する知識、個人事業主としての心構えを習得する講習を開催する。 
 
 エ 在宅ワーカー中核人材の育成 

     在宅ワークの仕事を自ら開拓し、在宅ワーカーに仲介できるような中核人材を育

成する。                                 

 
 
 
 
３ 予算額    ３７，０８５千円  

企業対象 
 

在宅ワーカー活用セミナー 

 

女性対象 
 

在宅ワーカーの育成 

企業と在宅ワーカー  
対象 

 マッチング交流会 



新 規 
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輝く女性応援事業  

 
担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６０          

 
１ 目  的 

ウーマノミクスの趣旨に賛同する企業・団体・個人が「輝く女性応援団」として、個々

の活動を通じた情報発信を行うことなどにより、ウーマノミクスのムーブメントを加速

させる。 
 

 

２ 事業内容 

（１）「輝く女性応援団」によるウーマノミクスの発信 

   シンボルマーク等を入れた名刺やバッチによるＰＲを行うことで裾野の拡大を図る

とともに、大規模商業施設でのイベント開催、コンビニエンスストアによる商品開発

など、企業等と連携した取組を展開することによりウーマノミクスを発信する。 
                               〔１，０００社・人〕 

 

 

 

 

 

 

  

     

    

 

 

 

 

 
 
 
（２）輝く女性への応援メッセージ 

   各種団体等と連携し、輝く女性への感謝の気持ちを表したメッセージを募集し、女

性応援の気運を高める。 
 

 

３ 予 算 額  １０，０１９千円 

 

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
加
速 

 

・ 名刺やバッチによるＰＲ 

・ 各自の人脈や活動、フェイスブック等のソーシャルメディアを 

  通じた発信 

 

・ 企業等と連携した取組 
 

 

〔例〕 

 ・ 大規模店舗とのイベント共同開催 

 ・ 大手コンビニと連携した商品開発 

 ・ 交通機関と連携したウーマノミクス発信 

 ・ 金融機関による女性経営者の支援 

 ・ キーパーソンによるウーマノミクス発信 
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SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業  

 
 担当 産業支援課 創業支援担当 

 内線 ３９０８     

 
１ 目  的 

  女性がいきいきと輝く社会の構築や、女性の消費や活躍の場を広げるために、女性を

応援するフェスタを開催する。 

 
２ 事業内容 

   SAITAMA Smile Womenフェスタの開催 

  民間企業や経済団体、女性支援団体と連携し、女性のための「商品」・「働き方」・

「生活を楽しむヒント」などを一堂に集め、女性の笑顔を発信するフェスタを開催。 

 【概 要】 

  ・日 時：平成２７年９月１２日(土)・１３日(日) 

  ・会 場：さいたまスーパーアリーナ コミュニティアリーナ・展示ホール 

  ・主 催：SAITAMA Smile Womenフェスタ実行委員会 

  ・来場者：集客見込み２０，０００人（主に２０代～４０代の女性とその家族） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １１，５５８千円 

ＳＡＩＴＡＭＡ Ｓｍｉｌｅ❤Ｗｏｍｅｎフェスタ２０１５ 
～趣味も仕事も子育ても もっと楽しむ私になるための２日間～ 

（開催案） 

買う・体験する 

多様な同時開催イベント 

来場者向けプレゼント 見て楽しむステージ 

・女性向け商品の展示・販売 

・商品体験ができるワークショップ 

・働く女性、働きたい女性サポートコーナー 

・適職診断コーナー 

・キャラクターショー 

・子どもの遊び場コーナー 

・飲食エリア 

・地元の女性起業家によるワークショップ 

・ママを元気に、キレイにするママのための祭典 

・女子大生の企画・運営によるファッシ

ョンショー 

・タレントによるトークショー 

・抽選コーナー 

・先着でお土産袋をプレゼント 

 

 

 

はたらく 

親子で楽しむ 
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小規模事業経営支援推進費 
 
                    担当 産業労働政策課 商工団体担当  
                    内線 ３７２１ 

 
１ 目  的 

 県内商工業の発展を図るためには、県内事業者の多くを占める小規模事業者

の活力を高める必要がある。 

 そこで、商工会議所、商工会が行う小規模事業者に対する経営改善普及事業

に助成し、小規模事業者の活性化を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）人件費（予算額 ２，７７２，４０４千円） 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が経営指導・相談を行うための 

経営指導員等の設置に係る費用に対し補助する。 

 

（２）経営支援事業（予算額 ３２，８２０千円） 

ア 相談指導事業費 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が行う経営指導・相談、講習 

会の開催、専門家派遣のための費用等に対し補助する。 

イ 経営指導員等研修会開催費 

小規模事業者に対し、より効果的かつ効率的な経営指導や支援を行うため、 

商工会議所、商工会職員の資質向上事業に対し補助する。 

 

（３）広域支援事業（予算額 ２３，０００千円） 

 小規模事業者の支援を円滑に行うための広域的な情報システムの運用や、若

手後継者等の育成を行う事業に対し補助する。 

 

（４）○新 小規模事業者経営基盤強化事業（予算額 ８０，０００千円） 
 商工会議所、商工会の連携体制を地域単位でより強化し、その体制で行う

事業者の経営相談へのきめ細かな対応や地域経済振興事業の実施など、小規

模事業者の経営基盤強化に資する事業に対し補助する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２，９０８，２２４千円 

埼 

玉 

県 

助 

成 

商
工
会
議
所
・
商
工
会 

地域の事業者のニーズに応じた 
・経営相談 
・融資あっせん 
・専門家派遣 
・講習会の開催 
・商談会やイベントの開催 等 

小
規
模
事
業
者 
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中小企業の経営力向上  
 

  担当  産業支援課  経営革新支援担当 

  内線 ３９１０ 

１ 目  的  
 中小企業の経営力を向上させるため、経営革新への積極的な取組を支援し、中

小企業の創意ある発展と経営基盤の強化を図る。  
 
２ 事業内容  

経営革新への意識付けから、計画策定支援、計画承認後のフォローアップまで

一貫した支援を行う。また、身近な商工会議所、商工会が経営革新支援を一貫し

て行える仕組みを構築する。  
 

（１）中小企業イノベーション支援事業（予算額 １５，８０２千円） 

ア 計画承認制度の推進 

中小企業新事業活動促進法に基づき、新たな取組に挑戦する中小企業が作

成する経営革新計画の承認を行う。また、計画の作成及び計画の円滑な実行

を支援するため、専門家派遣を行う。（専門家派遣１２０回） 

イ 経営革新セミナー・チャレンジ経営宣言制度の実施 

  経営革新セミナー（２回）等を開催するとともに、経営向上に意欲的な企

業を「チャレンジ経営宣言企業」として登録し支援する。 
 
（２）○新 中小企業経営力向上事業（予算額 ３７，６５８千円） 

 商工会議所・商工会が、経営革新計画の計画策定支援、申請書の受付、事前

 審査、計画実行支援までを一貫して行える仕組みを構築するため、実施初年度

 の審査事務、企業指導等に係る経費等を補助する。（３０団体／年） 

 ア 計画策定支援（経営革新塾の開催３０回） 

 イ フォローアップ（専門家派遣６００回） 

ウ 商業・サービス産業の重点支援（商店街内店舗の一斉巡回支援６０回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 予 算 額  ５３，４６０千円 

企業の生産性の向上に向けて 経営革新計画の承認（①の書類を添付） 
県（産業支援課・地域振興センター） 

 依頼 

回答 ①  
計画承認のため
の事前審査 
（専門家） 

計画策定 
及び実行指導の 
専門家 

 

商工会議所・商工会 

  ア 計画策定支援 
 イ フォローアップ 
 ウ 商業・サービス産業の重点支援 

２年間で６０ 
商工団体が実施 

申請 
県内中小企業（製造業・小売業・サービス業など） 

 依頼 

 実施
依頼 

提出 

申請 

〔事業イメージ図〕 
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中小企業制度融資事業費 

 
担当 金融課 企画・制度融資担当 

内線 ３８０１          
 
１ 目  的 

  県内中小企業の資金需要に応え、多様性に富んだ産業の育成を図る。 
 

２ 事業内容 

  経営革新に積極的に取り組む中小企業を資金面から支援する「経営革新計画促進融資」

を創設するとともに、中小企業の資金繰りを支援するため「事業資金・一般貸付」を拡

充する。 

  また、総融資枠は３，６００億円とし、中小企業の資金需要に万全を期す。 

（１）主な変更点 

  ア 「経営革新計画促進融資」の創設 

    中小企業の生産性の向上を促進するため、経営革新計画を実施する中小企業を支

援する低利融資を創設。 

 概 要 

〔 融 資 枠 〕 ５０億円 
〔 対 象 者 〕 経営革新計画を実施しようとする中小企業 
〔 限 度 額 〕 １億円（組合４億円） 
〔融資期間〕 設備１０年以内、運転７年以内 
〔融資利率〕 １．０～１．２％ 

 

  イ 「事業資金・一般貸付」の拡充 

    「事業資金・一般貸付」の融資枠を５００億円に拡大し、中小企業の資金需要に

きめ細かく対応。 

 

（２）総 融 資 枠 
資 金 名 融資枠 資 金 名 融資枠 

  事業資金・一般貸付 ５００億円 ○新 経営革新計画促進融資 ５０億円 

  事業資金・短期貸付 ２５０億円   エネルギー対策強化融資 １００億円 

  スーパーサポート資金  ５０億円   産業立地資金 １００億円 

  小規模事業資金 ３００億円   経営安定資金 ４００億円 

  起業家育成資金 １５０億円   経営あんしん資金 ５００億円 

  女性経営者支援資金 １００億円   企業パワーアップ資金 ２５０億円 

  企業成長サポート資金 １００億円   借換資金 ７００億円 

  産業創造資金 ５０億円 合 計  ３，６００億円 

 

３ 予 算 額  ２，３８９，３９３千円 
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ベンチャー企業の支援  

 
担当 産業支援課 創業支援担当 

内線 ３７７３          
 
１ 目  的 

 県内ベンチャー企業を包括的に支援することで、ベンチャー企業全体のレベルアップ

を目指す。 

 

２ 事業内容 

（１）創業・ベンチャー支援事業（予算額 ６７，７８３千円） 

   創業・ベンチャー支援センター埼玉にアドバイザーを設置し、ベンチャー

  企業のステージに合わせたワンストップ支援を行う。 

  

   ・アドバイザーによる無料経営相談 

    月～土曜日 ９：００～１７：００ 

  ・士業による専門無料相談 

  ・各種セミナー等の開催 

 

（２）○新 魅力あるベンチャー企業育成事業（予算額 ５，９８６千円） 
  ア 埼玉ベンチャーピッチの開催 

    ベンチャー企業と大企業とのビジネスマッチングを行う。 

 

     ・年６回、主に早朝７時３０分から実施 

      ・４社がプレゼンを実施し、その後名刺交換会 

     ・大企業や県外へ自社を売り込む出前ピッチも別に 

    実施 

 

  イ 埼玉ベンチャープラットフォーム構築 

    埼玉ベンチャー企業サイトを作成・運営する。 

 

    ・ベンチャーピッチ登壇企業や、光る 

     ベンチャーの成功事例を動画で情報発信 

      ・支援企業等による助言・支援の機会を 

     提供 

       

  ウ 埼玉ベンチャークラブ（仮称）による交流 

    主に創業・ベンチャー支援センター埼玉の支援を受けて成長したベンチャー企業 

   の交流会を開催する。 
 
３ 予 算 額  ７３，７６９千円 

サイト 

ベンチャー企業 金融機関等 

支援企業 

助言・支援 

自社製品 PR 
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地域商業の強化  
 

担当 商業・サービス産業支援課 商業担当 

内線 ３７６１     

 
１ 目  的 

  商店街の体制強化、商店街の魅力の創出、さらには商店街への出店促進など

により地域商業の強化を図る。  
 
２ 事業内容 

（１）○新黒おび商店街応援事業（予算額 １７，１７７千円） 

  ア ＰＲの強化 

    黒おび商店街同士の交流会、黒おび商店街サミットを通して商店街の取 

   組を広く県民にＰＲ 

  イ 「黒おび商店街」への補助金創設 

    黒おび商店街の活力向上に寄与する取組に対する補助 

  ウ 診断カルテの作成及びフォローアップ 

    商店街の課題や改善方法などについて専門家が診断カルテを作成、この 

   カルテを参考に県、市町村、商工団体、専門家などによる商店街パワーア   

   ップチームを結成し、フォローアップを実施 

 

（２）○新「みんなで商店街に行こう」キャンペーン推進事業（予算額 ９，５６５千円） 

 「全県一斉商店街まつり」、「婚活イベント」などの集客イベントの実施支援及び

商店街の活性化に寄与する取組などを表彰 

 

（３）○新商店街ビジネスチャンス創出事業（予算額 ７，０７６千円） 

  詳細な商店街周辺情報等を掲載した空き店舗情報サイトを構築し、商店街 

 への進出を希望する県内外の事業者等に情報発信 

 

 
 

３ 予 算 額 ３３，８１８千円 
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健康関連サービス産業支援事業 

 

             担当 商業・サービス産業支援課 総務・サービス産業担当 

             内線 ３７５５ 

１ 目  的 

   超少子高齢社会の到来を受け、成長が見込まれる健康関連サービス産業（公的保険

外サービス）の拡大や新事業の創出を図り、あわせて健康長寿の推進に寄与する。 

 

２ 事業内容 

（１）健康関連サービス産業状況調査 

   県内の健康関連サービス産業（公的保険外の予防・健康サービス）事業者を対象に 

  現況、法制度面をはじめとする課題、必要な支援策等について調査を実施する。 

 

（２）地域健康関連サービス産業協議会の設立 

   調査結果や関係機関等へのヒアリングを踏まえ、県内の事業者が意見交換できる場 

  をつくる。これにより、健康寿命の延伸や健康志向など県民ニーズに即した関連産業 

  の振興を図る。 

 （主な事業） 

    ア 健康関連サービス産業会議の開催 

          ・課題の整理・国等へ働きかけ・ビジネスモデルの発掘 

    イ 健康関連サービス産業シンポジウムの開催 

          ・事業者への情報提供（健康長寿プロジェクト、先進事例、国の施策等） 

    ウ 情報発信、交流の場づくり、連携支援等 

          ・最新情報やビジネスモデル事例の発信・マッチング・連携の場の提供 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ４，００１千円 

（１）健康関連サービス産業状況調査 

   ・書面調査（アンケート）      ・ヒアリング 

（２）地域健康関連サービス産業協議会の設立 

  （事業者、関係団体、学識経験者、金融機関、県等） 

 

ア 健康関連サービス 

  産業会議 

イ シンポジウムの 

  開催 

ウ 情 報 発 信 、 

  交流・連携の促進 

 分 析 

〔健康関連サービス産業の成長〕 
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地域ものつくりブランド力強化支援事業  

 
担当 産業支援課 総務・地場産業担当 

内線 ３７７５            
 
１ 目  的 

  地域の中小企業が連携し、優れた技術力や製品開発力を軸に、地域資源や特徴ある製

 品等のブランド化を目指すことで地域の活性化を図る。 
 

２ 事業内容 

（１）新 地域ものつくりブランド力強化支援事業 （予算額 ４，６４８千円）  

   地域の中小企業グループ等が実施する地域資源等のブランド化に向けた「グループ

活動」、「調査・研究開発」、「新製品開発・販路開拓」のための経費を補助する。 

   また、県、市町村、商工団体等関係機関により構成する研究会を設け、事業実施に

係る諸課題について検討を行い、ブランド化を側面から支援する。 

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）地場産業活性化再生支援事業 （予算額 １，４００千円） 

 

   地場産品を製造する企業・組合等が実施する新製品開発や展示会出展などの販路開

拓に係る経費を補助する。 

   ・補 助 率  １／２ 

   ・上   限  ア 新製品開発等支援  ４００千円 

          イ 販路開拓支援    １５０千円 

 

３ 予 算 額  ６，０４８千円 

地域資源等のブランド化に向けた取組に対する支援 

 

 
ブランド化 

 ・補 助 率  定額（上限：１，５００千円） 

 ・研 究 会  県、市町村、商工団体、産地組合、生産者団体等により構成 

① グループ 

  活動支援 

 

② 調査・研究  

   開発支援 

③ 新製品開発・  

  販路開拓支援 

（専門家派遣・研

修会・活動経費等

支援） 
 

（研究費・備品

費・原材料費・市

場調査等支援） 
 

（新商品開発・展

示会出展・広告費

等支援） 
 



一部新規 

- 29 - 

企 業 誘 致 の 推 進 

 

担当  企業立地課 企業誘致担当・総務・立地窓口担当 

内線  ３７４８・３８００ 

１ 目  的 

  充実した高速道路網など優れた産業インフラを活かしながら、企業誘致

活動を展開し、県内産業の振興や雇用の創出、税収の確保につなげる。 

 

２ 事業内容 

（１）企業立地推進事業（予算額 ２５，９４９千円） 

   ① 戦略的産業立地推進事業          

    ・企業誘致活動の展開 

    ・企業立地情報・用地情報の収集・提供 

   ② 立地企業フォローアップ推進事業費 

    ・ビジネス懇談会の開催、○新 フォローアップ推進役による活動強化 
   ③ 関西地区企業誘致推進事業       

    ・大阪での企業交流会の開催など関西地区企業に対する誘致活動  

   ④  県内再投資促進事業              

    ・県内への投資希望企業を訪問 

   ⑤  企業立地推進役活動費 

    ・企業誘致に係る非常勤職員の活動費 

 

（２）産業立地促進助成費（予算額 １，６２９，５８１千円） 

   県内への企業立地を促進するため、県内に工場等を建設し、雇用の創

出等に貢献した企業に対し、工場等の建設に係る不動産取得税相当額の

補助金を交付する。 

 

                               

 

 

 

 

 

                 ＜幸手中央地区産業団地＞ 

 

３ 予 算 額  １，６５５，５３０千円 
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西部地域振興ふれあい拠点施設管理費  
 
              担当 産業拠点整備課 東部・西部ふれあい拠点担当 

               内線 ７６１８ 

 
１ 目  的 

  埼玉県と川越市の共同事業として、地域産業の振興と地域住民の活動・交流を促

進するため川越市に整備した西部地域振興ふれあい拠点施設の管理運営を行う。 

 

２ 事業内容 

  平成２７年３月オープンの西部地域振興ふれあい拠点施設（街区愛称：ウェスタ 

 川越）について、指定管理者の創意工夫やノウハウを活用し、施設の特色を生かし  

 た効果的な管理運営を行う。 

 

 

〈参考〉施設全体の概要 

 

 ○県 市 施 設  

 床 面 積 主 な 施 設 内 容 

県 施 設 9,789㎡ 
多目的ホール・会議室、創業支援ルーム(25

室)、商工団体等施設、川越地方庁舎 

市 施 設 13,430㎡ 
大ホール（1,712席）、市民活動・生涯学習

施設、男女共同参画推進施設 

共 用 部 16,992㎡ 駐車場 

計 40,211㎡  

 

 ○民間にぎわい施設（民間事業者による整備）  

 床 面 積 施 設 内 容 

民間にぎわい施設 17,669㎡ 商業施設（物販、保育所、クリニック等） 

 

 ＜施設イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額   ８７，７６７千円 
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外国人観光客100万人誘致促進事業  
 
                   担当 観光課 企画・国際観光担当 

                   内線 ３９５０     

 
１ 目  的 

  東京五輪開催決定を契機として新たな観光資源を創出し、海外に向けて強力なプロモ

ーションを行うとともに、外国人観光客の受入体制を整備する。 
 
２ 事業内容 

 （１）新たな資源創出 

   ・アニメキャラを活用した観光ＰＲを実施する。 

   ・外国人観光客の動向やニーズを調査する。 

 （２）強力なプロモーション 

   ・外部有識者や県内観光事業者で構成するプロジェクトチームが、埼玉を

    ＰＲする企画を作成する。 

   ・旅行業界に精通したコーディネーターが、ツアー等の企画を旅行会社に

    売り込む。 

   ・国や関係自治体と連携し、国内外の旅行博への出展やメディア招請を実

    施する。 

 （３）受入体制整備 

   ・在住外国人に県内観光地のＰＲや受入体制について助言・提案をしても

    らう「LOVE・SAITAMA・サポーター」制度を創設する。 

   ・ホスピタリティ精神に富んだ通訳案内士を「おもてなし通訳案内士」と

    して認定する。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額   ３３，６１１千円 

＋ ＋ 新たな資源創出 

埼玉県の外国人観光客誘致の施策 

効果：外国人観光客数の増加により観光消費額を増やし、県内産業全体が活性化

目標：本県の外国人訪問率を2020年までに5％とし、年間100万人の外国人を県内に誘客 

（現状：2013年の外国人訪問率1.6％。全国21位） 

強力なプロモーション 受入体制整備 
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新たな資源開発と観光基盤の整備 

 
担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５２ 

 
１ 目  的 

  自然や歴史、食、アニメ、酒など埼玉オリジナルの多彩な観光資源を発掘・

活用し、県内外に発信することで、観光客の増加を図る。 

 
２ 事業内容 

（１）多彩な埼玉観光創造事業（予算額 １３，５２８千円） 

   花や川、祭り、歴史など多彩な観光資源を発掘、活用し県内外に発信する

とともに、観光人材を育成し受入体制を整備する。 

（２）「食」の観光推進事業（予算額 １１，６５７千円） 

    本県の食の魅力を「埼玉Ｓ級グルメ」としてブランド化を図る。 
（３）日本一のアニメの聖地化推進事業（予算額 ６，２２２千円） 

   本県を舞台やモデル地にしたアニメやマンガを活用し、「埼玉＝アニメ 

  の聖地」の定着や発展を図る。 

（４）埼玉の酒めぐり推進事業（予算額 ３，５３２千円） 

   酒蔵、ビール工場、ウイスキー蒸留所、ワイナリーを観光資源に活用する。 

    

 （１）多彩な埼玉観光創造      （３）日本一のアニメの聖地化推進 

 

 

 

                                  

                    

 

 （２）「食」の観光推進       （４）埼玉の酒めぐり推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額 ３４，９３９千円 

・県内外での観光キャンペーンの実施 

・トラベルマートの開催 

・ボランティアガイド研修、伝統的手工芸 

 品の技術後継者育成 

・ロケ地情報の提供 

・ポスター、パンフレット作成 等 

・アニ玉祭（アニメ・マンガまつりin埼玉） 

 の開催 

・舞台やモデル地でのスタンプラリーの 

 実施 

・アニメの聖地セミナーの開催 

・アニメの聖地化プロジェクト会議の開催 

・蔵開き同時開催等イベントの実施 

・モニターツアー、研修会の開催 

・埼玉の酒めぐり推進協議会の開催 

・埼玉Ｓ級グルメ店舗の発掘、認定 

・認定店舗及び観光スポットを紹介する 

 特集誌の発行 

観 光 客 の 増 加 
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「新幹線・圏央道開通記念」 
ようこそ埼玉キャンペーン事業  

 
                                   担当 観光課 観光・物産振興担当 

                                   内線 ３９５５     

 
１ 目  的 

（１）北陸新幹線（平成２７年３月１４日開業）や北海道新幹線（平成２７年度 

  末開業予定）により、本県を含む首都圏へのアクセスが飛躍的に向上するの 

  に合わせ、県外からの誘客を促進する。 

（２）圏央道が東名高速道路と直結（平成２６年６月）し、また、平成２７年度 

  中に茨城方面へも開通予定である。高速道路による本県と神奈川県・茨城県 

  とのアクセスが飛躍的に向上するのに合わせ、神奈川・茨城方面からの誘客 

  を促進する。 

 
２ 事業内容 

（１）北陸・北海道での観光キャンペーン 

    各地域での主要イベント等に出展することにより、観光・物産のＰＲを実施し、県
外からの観光客誘致を促進する。 

（２）圏央道沿線での観光キャンペーン  

   圏央道沿線での観光・物産キャンペーンを実施することにより、近県から

  の観光客誘致を促進する。 

（３）関係団体等と連携したプロモーションの実施 

   各沿線自治体、鉄道・高速道路各社との連携によるプロモーションや各団

体等が開催するイベントへの相互出展などにより、効果的な情報発信を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算額 ９，２７１千円 

県内への観光客の取り込み 

北陸方面 

神奈川方面 

北陸・北海道での 

キャンペーン 

神奈川・茨城方面での

キャンペーン 

関係各機関と 
連携した 

プロモーション 

＋ 

＋ 

・観光客の増加 

・宿泊客の増加 

・埼玉観光の 

認知度の向上 

 北海道方面 

 茨城方面 



一部新規 
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県産品の販売拡大とブランド化  
 

担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５４ 

 
１ 目  的 

（１）海外での日本食ブームを背景に、県産品の海外販路の拡大を推進する。 

（２）民間事業者と幅広いネットワークを持つ一般社団法人埼玉県物産観光協会 

  を県産品販売の中核的な組織として位置付け、販売・拡大・ブランド化を推 

  進する。 

 
２ 事業内容 

（１）新 県産品海外販売促進事業（予算額 ７，５１４千円） 

  ・豪州への販売拡大を図るため、現地のバイヤーを県内に招へいし、県内事

   業者との商談会を実施するとともに、現地における県産品販売プロモーシ

   ョン及び商談を実施する。 

  ・県内事業者向け輸出セミナーを開催する。 

 

（２）県産品販売・拡大・ブランド化推進事業（予算額 １３，１４６千円） 

  ・埼玉県物産観光協会の会員拡大及び新商品の企画・開発・販売を行う。 

  ・オンラインアンテナショップの取扱品目を増やし、様々な顧客ニーズに対

   応するとともに、より購買意欲をかき立てるような魅力ある店舗を構築す

   る。 

・東京都内にある埼玉アンテナショップにおいて、試食会の実施や最新の観 

 光情報を発信する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３ 予 算 額  ２０，６６０千円 

 現 状 
 
 ・国内市場の縮小 

 ・海外における日本食ブ 

  ーム 

 ・県産品の販売力不足 

 ・観光物産の認知度不足 

 課 題 
 
 ・海外販路の開拓 

 ・小規模販売が困難 

 ・魅力ある商品の開発 
 アンテナショップの 
 情報発信・販売強化 

 会員拡大及び新商品の 
  企画・開発・販売 

＋ 

県産品 
 
・海外販路の 

 拡大 

・国内の売上 

 拡大 

・ブランド化 

・観光ＰＲ 
 

豪州バイヤー招へい 

（生産工程視察、商談の実施） 

 豪州におけるＰＲ 
（販売ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、現地商談会）

＋ 

＋ 
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ハローワーク特区の推進と身近な就職相談の拡大 

 
担当 就業支援課 中高年者就業支援・ハローワーク特区担当 

内線 ４５３０ 

１ 目 的 

  ハローワーク特区で設置した「ハローワーク浦和・就業支援サテライト」において相

 談から職業紹介までワンストップ支援を実施する。また、身近な場所で気軽に相談でき 

 るよう県内７か所のブランチで就職相談を行うほか、市町村の相談窓口設置を支援する。 

  さらに、マッチングを強化するため、求人・求職情報を集約したキャリア人材バンク 

 を導入するとともに、県自ら県内企業の求人を開拓し人材確保を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費（予算額 １５６，６８５千円） 

  ・ハローワークの職業紹介と県のカウンセリング、求職活動中の生活・住宅 

相談など求職者の様々なニーズに対応した多様な支援を一体的に実施。 
 

（２）県内企業の人材確保支援事業（予算額 １６，４６２千円） 

  ・人材確保支援員（４名）が県内中小企業の求人を開拓し、ハローワークと 

   連携した企業の魅力発信により人材の早期確保を図る。 
 

（３） 県内どこでも就職相談推進事業（予算額 ６，７３３千円） 

  ・就職相談窓口のない市町村において、ハローワーク求人情報を活用した相談窓口の 

   開設を支援。 
 

（４）キャリアセンターブランチ等運営費（予算額 ３２，５０５千円） 

 ・身近な場所で気軽に就職支援を受けられるよう、県内７か所で就職相談、就職支援 

   セミナー等を実施。 

 
 

求職者ニーズに応じた多様な支援を県内全域で展開 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

３ 予 算 額  ２１２，３８５千円 

 

 

 

 
 

 ○カウンセリング、セミナーなど 

新 

  
 

  ○若者、女性、中高年別のカウンセリング・セミナー 

  ○豊富なハローワーク求人による職業紹介 

  ○生活・住宅相談 ○福祉人材専門相談窓口   

 

ハローワーク浦和・就業支援サテライト 

キャリアセンターブランチ 

市町村就職相談 

身近な場所で気軽に 

就職の相談がしたい 

就職に関するあらゆる相談に 

ワンストップで対応してほしい 
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学生や若年求職者に対する就業支援 

 
担当 就業支援課 若年者支援担当 

内線 ４５３８          

 
１ 目 的 

 若者の早期就職・正規雇用化と県内企業の人材確保を支援するため、若者と企業が直

接交流する就活イベントや職場体験を取り入れた就職支援、カウンセリング・就職支援

セミナーなど一人一人の状況に応じたきめ細かな支援を行う。 

 

２ 事業内容 

（１）若者正規雇用化拡大事業費（予算額 ２７７，７０４千円） 

  ア 夢ある埼玉・就活プロジェクト 

・経済団体や大学等と連携して、学生と県内企業が直接ふれあう体験型のイベントや 

 合同面接会等を切れ目なく実施 

・新卒就活日程の変更を踏まえ合同面接会を９月から１２月に集中的に実施し、県内 

 中小企業の人材確保を支援 

 
 
 
 

 

 

イ わかもの仕事チャレンジ事業 

・既卒未就職者２００人を対象に、ビジネス基礎研修と県内中小企業での職場体験を 

 組み合わせた支援により正規雇用化を実現 

・対象者の適性に応じ、基礎研修や現場実習の期間等を選択できる研修プログラム 

 

 

 

 

 

 

（２）ハローワーク浦和・就業支援サテライト若者コーナーでの相談、セミナー開催等 

                     （予算額 ６２，０７５千円）（一部再掲） 

・キャリアコンサルタントによる就職相談、臨床心理士による心理カウンセリング、 

 就職支援セミナー等を実施 

 

３ 予 算 額  ３３９，７７９千円 

 
 
 

企業１００社の合同説明会や

企業社員との交流により、 

県内企業の魅力を発見 

就活スタートイベント 
（５月） 

 
 
 

企業１００社による大面接会 

（９月）、４０社程度とじっくり意見 

交換できる面接会（１０～１２月） 

合同面接会 
（９月～１２月） 

 
企業徹底研究 
（５月～１１月） 

企業訪問バスツアー
や業界研究セミナー、 

など 

就 

職 

 
 
 
 
適性等に合う企業とマッチング

し実習で実践的スキルを習得 

 
 
 
 
電話対応などビジネス 

マナーの基本を習得 

ビジネス基礎研修 
（１週間・１か月） 正

規
就
労 

企業での現場実習 
（１か月・３か月） 

 
適性診断 

 
若者の性格等に
応じた支援プロ 
グラムを選択 
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障害者就労支援の強化 
 

  担当 就業支援課 障害者支援･求人拡大担当 
  内線 ４５３６ 

 

１ 目  的 
 企業における障害者雇用の支援と障害者の離職防止の取組を進め、障害者の雇用機会
拡大と職場定着を図る。 

 
２ 事業内容 
（１）障害者雇用サポートセンター運営費（予算額 ３２，３５２千円） 
     障害者雇用に理解を示す企業に対し、具体的な雇用の提案や雇用管理のアドバイス 
  などを行い、障害者の就労の場の創出を図る。 
 

（２）精神障害者雇用拡大推進事業（予算額 ３４，３９３千円） 
     精神保健福祉士、精神障害者雇用アドバイザーのチーム支援により、精神障害者の
受入企業の拡大と就業環境の整備を図るとともに、精神障害者に対する企業の理解を
深めるため、実践的訓練を受け入れる企業の開拓を行う。 

 
（３）障害者雇用推進事業（予算額 ７６，３７２千円） 
   障害者雇用開拓員を５人配置し、企業経営者への直接要請により雇用の受け皿づく
りを進めるとともに、企業における障害者の短期雇用体験の実施や職場適応援助者（ジ
ョブコーチ）の派遣により障害者の雇用拡大と職場定着を促進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 予 算 額  １４３，１１７千円 

障 
 
 

害 
 
 

者 

（１）障害者雇用サポートセンター運営費 

企業に対し障害者雇用の具体的提案や雇用管理などに関する 

アドバイスを行い、企業の障害者雇用を支援する 

 

（２）精神障害者雇用拡大推進事業 

  ・ 精神保健福祉士と精神障害者雇用アドバイザーのチームで 

   県内企業を訪問し、雇用のノウハウを助言して雇用拡大と 

   就業環境の整備を図る 

 ・ 精神障害者の実践的訓練の受け入れ企業の開拓 
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（３）障害者雇用推進事業 

① 障害者雇用開拓推進 

   障害者雇用開拓員５人が法定雇用率未達成の県内企業を 

   訪問し、経営者に障害者雇用を直接働きかける 

   （障害者雇用の受け皿拡大） 

② 障害者雇用開拓・チャレンジ体験事業 

     障害者の雇用経験がない企業などで障害者の雇用体験を実施 

     （企業経営者の雇用意欲の醸成と障害者の就労の場を拡大） 

③ 障害者職場定着支援事業 

 企業などへ職場適応援助者（ジョブコーチ）を派遣 

     （就労継続に困難を抱える障害者の職場定着を支援） 

 職
場
定
着 
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職 業 訓 練 の 推 進 
 

              担当 産業人材育成課 

              （１） 総務・職業訓練推進担当 内線 ４５９８ 

              （２） 委託訓練・連携推進担当 内線 ４６０７ 

 

１ 目  的 

求職者を対象に職業訓練を実施するとともに、在職者のスキルアップを支援し、もの

づくり分野や介護分野、環境・エネルギー分野など時代のニーズに対応した人材育成を

図る。 
 

２ 事業内容 

（１）高等技術専門校訓練等推進事業（予算額 ３７９，９５７千円） 

 
①新規学卒者・求職者対象【８７０人】 
  高等技術専門校（６校１分校）において、ものづくり分野を中心に、２年コース・ 
 １年コース・短期コース、計２１科目の職業訓練を実施する。 
  建設系訓練科においては、人手不足が顕著な建設業・製造業分野の人材育成に対
応するため、最新機器の導入や、大学・ポリテクセンターとの連携による高度な
訓練などを行う。 

 
②在職者対象【３，４５０人】 
  中小企業の在職者を対象に、高等技術専門校で技能向上や資格取得の講座を実施 
 するほか、技能士を企業に派遣し技術指導や技能検定の受検指導などを行う。        

 
（２）委託訓練事業（予算額  ２，０１６，９７６千円） 

 
①求職者対象【６，５００人】 
  民間の教育訓練機関に委託して、介護・ＩＴ・経理などの短期間の講座や 
 ２年コースの介護福祉士・保育士の資格取得講座を実施する。 
 
②障害者対象【４００人】 
  企業やＮＰＯ法人に委託して、障害者を対象にした職業訓練を実施し、障害者の 
 就労を支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 予 算 額  ２，３９６，９３３千円 

求
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職業訓練〔１１，２２０人〕 

・機械科、金属加工科など「ものづくり分野」 
・労働力需要が高い「介護、環境・エネルギー分野」 
・若年者、中高年者、女性、障害者向け職業訓練 

在
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者 

業
務
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技
能
向
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一部新規 
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労働環境の整備  

 
担当 勤労者福祉課         

（１）労働相談担当 内線 ４５２１ 

（２）労働福祉担当 内線 ４５１８ 

１ 目  的 

  若者の使い捨てが疑われる企業等に対応する労働相談体制の充実、勤労者の

介護離職防止やキャリアアップ支援のための勤労者支援資金の拡充などによ

り、複雑・多様化する労働環境の整備を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）○新 若者労働ほっとライン運営事業（予算額 １，１００千円） 
  ア 若者の使い捨てが疑われる企業等に対応した労働相談の実施 
       実施方法：社会保険労務士等の専門家による電話相談 
         実施日及び時間：土曜日（月２回） １０：００～１６：００ 
    イ 埼玉県若者労働連携会議の設置 
      埼玉労働局や埼玉弁護士会など県内関係機関による情報交換、事例研究 
（２）勤労者制度融資事業費（予算額 ７６，９８８千円） 

   中央労働金庫と連携した勤労者支援資金に、新たに介護離職の防止やキャリアアッ

プを支援するためのメニューを追加 

  【拡充内容】 

ア○新 「働くあなたの介護応援資金」の創設 
     使 途：介護ヘルパー利用料の自己負担額、介護のための住宅改修費など 

       限度額：２００万円 利率：１．２％以内 
 イ○新 「チャレンジ応援資金（キャリアアップ支援）」の創設 
     使 途：各種資格取得講座受講料など 
     限度額： ５０万円 利率：１．９％以内 
 

          

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額    ７８，０８８千円 

  
（１）○新若者労働ほっとライン 

 ア 社会保険労務士等による電話相談 
 イ 埼玉県若者労働連携会議の設置 

（２） 勤労者支援資金の拡充 

 ア○新仕事と介護の両立を図るために必要な資金 
 イ○新キャリアアップやスキルアップのための 
   資格取得に必要な資金 

若者の長時間労働

や残業代不払い 労
働
環
境
の
改
善 
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グローバル人材の育成 
 

（１）中小企業若手社員海外研修支援事業 

担当 産業労働政策課  内線 ３７２３ 

（２）海外インターンシップ促進事業費 

担当 産業人材育成課  内線 ４６０７  
 

１ 目  的  
  県内中小企業の若手社員の海外研修や大学生の海外インターンシップを支援

し、グローバル人材の育成を促進する。 

 

２ 事業内容  
（１）中小企業若手社員海外研修支援事業（予算額 １０，４４９千円） 

  ・対象：県内に主たる事業所を有する中小企業  
  ・対象事業：海外企業、大学や現地市場調査等に社員を派遣して行う研修 

  ・対象経費：渡航費、滞在費、研修費 

  ・補助率（限度額）：１／２（研修期間等に応じ２５０千円～１，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）海外インターンシップ促進事業（予算額 ５，９４５千円） 

  ①大学生への補助金 

  ・対象：県内在住・在学大学生等（２０人）  
  ・対象事業：県内企業の海外拠点におけるインターンシップ 

  ・対象経費：航空運賃、滞在費等 

  ・補助率（限度額）：１／２（２００千円） 

  ②企業への謝金 

  ・限度額１０５千円（受入学生１人あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １６，３９４千円 
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